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薄
うすば
葉　好

よしひろ
弘　議員

小
学
校
児
童
の
自
転
車
通
学
事
故
の
対
策
は

安
全
・
安
心
確
保
の
為
整
備
を
す
す
め
る

薄
葉　
自
転
車
通
学
で
５
月

６
日
の
午
後
に
三
神
小
の
児

童
が
自
転
車
で
下
校
途
中
、

路
面
に
滑
っ
て
転
倒
し
、
左

手
を
骨
折
し
た
事
故
が
発
生

致
し
ま
し
た
が
安
全
な
通
学

路
の
確
保
と
歩
道
の
整
備
や

交
通
安
全
の
指
導
は
ど
う
な

の
か
、
ま
た
、
町
内
の
小
学

校
の
全
児
童
を
対
象
と
し
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学

運
行
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

町
長　
今
回
、
事
故
が
発
生

し
た
神
田
西
線
は
三
神
小
学

校
の
通
学
路
で
あ
り
ま
す

が
、
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
等
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
平
成
22
年
度

か
ら
車
道
拡
幅
並
び
に
歩
道

整
備
に
着
手
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
27
年
度
末
で
全
体

延
長
1100

m
の
う
ち
、
270
ｍ
ま

で
歩
道
整
備
が
済
み
、
28
年

度
は
150
ｍ
の
歩
道
整
備
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心

確
保
の
為
、
本
事
業
の
完
了

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長　
交
通
安
全
の
指
導

に
つ
い
て
は
交
通
事
故
の
危

険
性
や
命
の
大
切
さ
を
交
通

安
全
教
室
で
指
導
し
て
お
り

ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
善
郷
小
を
除
く
３
小
学

校
に
お
い
て
、
３
㎞
以
上

で
、
希
望
す
る
４
年
生
以
下

の
児
童
を
対
象
に
運
行
し
て

お
り
ま
す
。

薄
葉　
大
震
災
か
ら
５
年
が

過
ぎ
、
未
だ
に
修
復
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
年
度
よ
う
や
く

調
査
費
が
つ
い
た
よ
う
で
す

が
、
遅
れ
た
理
由
と
用
地
の

持
ち
主
か
ら
調
査
の
同
意
は

得
ら
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
調
査
は
、
い
つ
か

ら
実
施
し
て
調
査
が
終
了
し

被
害
状
況
や
被
害
額
は
い
つ

わ
か
る
の
か
。
修
復
と
併
せ

て
史
跡
公
園
へ
の
整
備
は
出

来
な
い
の
か
。

教
育
長　
修
復
が
遅
れ
た
主

な
理
由
と
し
て
、
町
に
は
文

化
財
保
護
に
関
す
る
専
門
の

職
員
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

県
教
育
庁
文
化
財
課
に
依
頼

し
て
い
た
た
め
復
旧
計
画
の

作
成
が
進
ま
な
か
っ
た
訳

で
、
今
年
度
は
県
と
の
協
議

県
指
定
史
跡
「
鬼
穴
古
墳
」
の
修
復

第
６
次
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

総
合
計
画
の
農
業
は

小
学
校
児
童
の�

自
転
車
通
学
事
故

を
行
い
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
地
権
者
の
同
意
に
つ
い

て
は
、
協
議
し
て
い
な
い
。

28
年
度
の
予
算
で
試
掘
調
査

費
を
計
上
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
修
復
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
費
用
と
期
間
が
必
要

で
あ
り
、
有
利
な
補
助
金
等

の
財
源
を
調
査
し
な
が
ら
、

史
跡
公
園
の
整
備
を
含
め
、

復
旧
計
画
策
定
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

薄
葉　
今
年
度
か
ら
「
未
来

を
拓
く
日
本
三
大
開
拓
地
さ

わ
や
か
な
田
園
の
ま
ち
・
や

ぶ
き
」
と
し
て
進
め
て
行
く

わ
け
で
す
が
、
町
の
主
力
産

業
で
も
あ
り
ま
す
農
業
に
つ

い
て
は
、
こ
の
第
６
次
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
の
中
で
、

さ
わ
や
か
な
田
園
の
ま
ち
に

ふ
さ
わ
し
い
今
後
の
水
田
農

業
に
対
す
る
町
の
基
本
的
な

考
え
方
を
お
尋
ね
致
し
ま

す
。

町
長　
総
合
計
画
で
は
「
農

業
が
元
気
な
町
を
つ
く
り
ま

す
」
の
政
策
を
掲
げ
「
農
業

担
い
手
の
育
成
」、
農
業
生

産
基
盤
の
充
実
」、「
農
山
村

整
備
環
境
の
整
備
推
進
」
施

策
に
よ
り
農
業
振
興
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。
水
田
農
業

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

の
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
の

農
家
戸
数
は
1015
戸
、
水
田
面

積
1400

ha
あ
り
ま
す
。

　

水
稲
は
町
の
中
心
作
物
で

あ
り
、
水
田
の
持
つ
多
面
的

機
能
を
高
め
る
取
り
組
み

や
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る

農
業
者
の
所
得
向
上
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
国
の
米
政
策
や
農
業

農
村
政
策
の
情
報
提
供
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
転
作
の
達

成
に
よ
る
直
接
支
払
交
付
金

等
の
経
営
所
得
安
定
対
策
へ

の
加
入
増
加
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
規
需
要
米
と
し
て
、
飼

料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
）
を
振
興
作
物
と
位

置
付
け
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

鬼穴古墳




